
 

 

 

 

 

 

麹町中 企画する 
 中学生の柔軟で大胆な発想と、新たな時代の変化に対応したツールを駆使し、 

身に付けた技能を十分に活用した「企画力」は、麹町中学校生徒の特筆すべき 

特色となっています。 

 ３年生の修学旅行（ツアー企画取材旅行）は３年間の企画力育成の集大成です。 

その目的を「古都をめぐり、現代社会の人々に魅力的に映るツアーを提案するこ 

とを通して、情報を活用して新しいことを構想する力を養う」「班学習

や班行動を通して、自主性、計画性、コミュニケーション力、表現力

を養う」として、２泊３日のツアーを行いました。 

 事前学習では、班行動計画、行動予算立案、資料検索による訪問場

所の特色まとめ等、ここまでは他の中学校と同様に班員全員で協力し

た学習が展開されました。さて、ここから先が本校の特色です。「もし、

魅力的なツアーを提案するなら？」という要素が入ってきます。ツア

ー会社の社員となって、新たな魅力あるツアー企画に仕上げていきま

す。実際に売り出せるレベルまで精査した計画を立て、現地を実地踏

査し、様々な人にインタビューなどの取材を行い、プレゼンテーショ

ンにまとめていきます。各班がまとめたプレゼンテーションを、実際

にお世話になった近畿日本ツーリストの社員の方々に審査してもら

い、コメントを頂きます。 

今回の最優秀班は「京都の

謎を解き明かせ」というテー

マで提案をしました。若者の

歴史離れやスマホの普及によ

る思考力の低下問題を意識

し、「謎解きマップを作る」と

いう手法で、思考力を向上さ

せるツアーを企画しています。謎解きの出題の質が高く、頭をグルグ

ルさせながら京都観光を楽しめる内容となっています。柔軟な発想力

により、大人では考えにくい大変独創的な企画が出来上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 
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尊 重 
創 造 

千代田区立麹町中学校 学校だより 
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校訓 進取の気性  

激しい変化に柔軟に対

応し、新たなことに進

んで挑戦していこうと

する本校伝統の精神 

進取の気性 

宿舎でプレゼン作成 

いつでも笑顔 

最優秀班プレゼン 



２年生も頑張っています。スキルアッ

プ宿泊では、麹町中をもっと素晴らしい

学校にするための提案を、テーマを決め、

具体策を班ごとに話し合い、大学生等の

力を借りて、質の高い企画に練り上げて

いく活動を行いました。学級代表に選出されたグループの一つに、校長

室で改めてプレゼンテーションを行ってもらいました。 

麹町中オリジナルブランドを考案して、グッズを作成していくという

提案です。「麹」に由来した「MR」という

ロゴマークをデザインし、Tシャツや文房具などを製作、購買局等で販売し利

益を出していくというものです。販

売促進戦略は、YouTube を使って

一般にも宣伝していこうという内容

でした。中学２年生で、販売戦略やコ

ストまで考えて企画しているところ

に、麹町中学校生の輝きが表現され

ているように思いました。このグループのアイデアを生かせば、

実際に現実的な路線での取り組みが広がる可能性があります。 

 

全力！応援！！  ★麹町中部活動の活躍★ 

女子バレー部 千代田区中学校女子バレーボール春季大会 団体 第３位 

陸上部 地域別陸上競技大会 男子砲丸投げ 第１位 三浦正人 

男子砲丸投げ 第４位 伊東 凱 

東京都中学校陸上競技大会 男子砲丸投げ 第４位 伊東 凱 

男子円盤投げ 第１位 三浦正人 

東京ライジングスター大会 男子砲丸投げ 第３位 伊東 凱 

バドミントン部 千代田区中高生バドミントン

Ⅰ部大会 

女子ダブルス 優勝 田村莉緒・中村ひかり 

女子ダブルス 準優勝 中里文音・大川芽依 

女子ダブルス 第３位 飛田萌衣・丁 芮怡 

男子シングルス 準優勝 貞廣洋輔 

男子シングルス 第３位 杉森陽斗 

千代田区中学校春季大会 女子シングルス 第３位 大西出逢 

千代田区中学校選手権大会 女子団体 準優勝  

女子ダブルス 第４位 田村莉緒・中村ひかり 

男子ダブルス 優勝 杉森陽斗・永島滉太郎 

男子シングルス 優勝 増井航平 

男子シングルス 第３位 依田豪文 

 

 

 

２年生の企画 

子どもたちの大切な生命を守るために ～大切なお願い～ 
夏休みなどの長期休業日明けは、若者の自殺者が急激に増加しています。ご家庭におかれましては、ぜひお子様の様子

をきめ細かく見ていただき、何か少しでも気になることやご心配なことがありましたら、いつでも学校にご相談くださ
い。お子様にも学校を信じて、どんな些細なことでも伝えるように話していただくようお願いいたします。 


